
■山梨県消防協会長表彰
《甲種功労章》
村 松   正、芦澤文久

《乙種功労章》
大 竹   維、塩 島   卓、水上定臣、伊 東   聡、加 藤   剛
石原一彦、相川敏也、丸山一洋、深沢厚二、笠 井   悟
渡辺光一、上田健剛、渡 辺   稔、河 西   孝
■山梨県峡南地域県民センター所長表彰

《功労章》
立川茂春、遠藤勝彦、渡 辺   豪、内 藤   公
■峡南広域行政組合消防本部消防長表彰

《消防長章》
望 月   司、芦澤洋至
■山梨県消防協会峡南支部長表彰

《峡南支部長章》
諏訪孝吉、長倉豊勝、乙黒正仁、三 神   雅、一瀬大輔
望月久範、相 澤   悟、伊藤清文、佐野修一、榊 原   孝
赤池浩二、加藤健伸、丹沢茂弘、上田暁大

■鰍沢警察署長表彰
《防犯功労章》
小林洋一、丹沢忠彦、水上義人、遠藤直樹、丸 山   仁
望月真幸
■市川三郷町長表彰

《35 年勤続功労章》　池川栄一
《30 年勤続功労章》　渡辺清光、前 嶋   茂
《25 年勤続功労章》　丹澤忠行、池川嘉一、佐野一浩
《20 年勤続功労章》　河 野   誠、渡邉賢一、岸本一成
佐野修一、石原哲也、長 田   稔、河 口   勝、遠藤勝彦
上 田   匡、米山良広、渡 辺   豪、相 沢   強

《15 年勤続功労章》　池谷好司、塩 島   卓、富 田   豪
伊 東   聡、渡辺久洋、榊 原   孝、切金孝哲、斉藤貴英
望月久範
■市川三郷町消防団長表彰

《団体》　第３分団、第６分団、第 10 分団
《10 年勤続功労章》
村松健一、三 神   雅、齊木秀幸、伊藤和夫、信田章男
米村健太、渡 辺   直、丸 山   忍、遠藤恭布、木村祥之
赤池大介、芦 澤   卓、笠井智宏、小林一寿、望月潤一
上 田   力、遅 澤   潤、桐 林   勝、加藤雅哉、両角紀宏
川 崎   淳
■退職消防団員報償

《消防庁長官表彰・銀杯２号》
横田一也、都築雅和、岩下健太郎、佐野勝也、村松正文

▲市川三郷町長表彰者 
代表 池川栄一

▲鰍沢警察署長表彰者 
代表 丹沢忠彦

▲県消防協会峡南支部長
表彰者 代表 伊藤清文

▲消防本部消防長
表彰者 代表 芦澤洋至

▲県民センター所長
表彰者 代表 立川茂春

▲山梨県消防協会長
表彰者 代表 村 松  正

平
成
29
年 成

人
式

▲市川三郷町消防団長
表彰者 代表 三 神  雅

※敬称略

　

新
春
を
飾

る
市
川
三
郷

町
消
防
団
出
初

式
が
１
月
８
日
、

市
川
大
門
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
と
女

性
消
防
隊
あ
わ
せ
て

４
０
６
人
、
車
両
28
台

が
そ
の
陣
容
を
披
露
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
優
良

消
防
団
員
の
表
彰
や
機
械

器
具
点
検
（
写
真
・
下
）、
ポ

ン
プ
操
法
披
露
が
行
わ
れ

防
災
に
対
す
る
士
気
を
高
め

ま
し
た
。

　

消
防
団
は
今
年
も
、
地
域

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
啓
発
活
動
や
訓

練
に
励
み
ま
す
。

平成２９年 
市川三郷町消防団

出初式
　

１
月
８
日
、「
平
成
29
年
成
人
式
典
」
が
歌

舞
伎
文
化
公
園
ふ
る
さ
と
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
今
年
の
新
成
人
１
７
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
成
人
者
が
一
人
ず
つ
紹
介
さ
れ
た

あ
と
、
久
保
町
長
か
ら
新
成
人
へ
「
こ
れ
か
ら

は
よ
り
一
層
、
家
族
の
絆
、
さ
ら
に
は
、
周
囲

の
人
々
と
心
を
寄
せ
合
い
、
と
も
に
生
き
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
ら
の
『
素
直
な

気
持
ち
』
に
目
を
向
け
、
家
族
、
友
人
な
ど
関

わ
っ
て
き
た
人
や
自
然
、
祖
先
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
勇
気
を
持
っ
て
行
動
し
て

欲
し
い
」
と
の
思
い
を
込
め
た
『
素
直
な
気
持

ち
』
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
井
上
瑛
登
さ
ん
が「
先
生
、

地
域
の
方
、
家
族
と
多
く
の
支
え
で
こ
こ
ま
で

こ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
常
に
心
に
刻
み
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
光
さ
す
人
生
を
歩
ん
で
い

く
」
と
述
べ
、
続
い
て
村
松
佳
奈
さ
ん
は
「
同

学
年
の
体
操
日
本
代
表 

白
井
健
三
選
手
の
言

葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
全
力
で

立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
は
、
人
生
の
糧
と
な

り
、
失
敗
の
積
み
重
ね
が
成
功
に
繋
が
る
の
だ

と
考
え
、
何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
自
ら
の

可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。（
写
真
・
上
）

ま
た
、
上
田
恭
輔
さ
ん
と
諏
訪
有
香
さ
ん
が
、

町
か
ら
の
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

晴
れ
着
姿
の
新
成
人
た
ち
は
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
記
念
撮
影
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
式
典
中
に
降
り
出
し
た
雪
で
外
は

白
銀
の
世
界
と
な
り
、
紙
ふ
ぶ
き
の
よ
う
に
降

る
雪
が
、
式
典
を
終
え
た
新
成
人
を
お
祝
い
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。（
写
真
・
下
）
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町からのお願い 税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

申
告
受
付
期
間   

２
月
16
日
木
～
３
月
15
日
水

申告書には
  マイナンバーの記載

           が必要です
●�平成 28 年分から所得税及び復興特別所得税・消
費税・贈与税の申告には、マイナンバー（個人番号）
の記載が必要です。

●�税務署では本人確認を行いますので、申告書を提
出する際には、申告されるご本人の本人確認書類
の提示または写しの添付が必要です。

《本人確認を行うときに使用する書類》

①マイナンバーカード（個人番号カード）のみ
　【番号確認及び身元確認書類】

②通知カードなど【番号確認書類】
＋運転免許証など【身元確認書類】

※�郵送にて申告書を提出する場合は、①の写しまた
は②の写しを添付して下さい。（①の写しを添付す
る場合は、表面及び裏面の写しが必要です）

※�ご自宅からe-Taxで送信する場合は、本人確認書類
の提示または写しの提出は不要です。

◎所得税の確定申告書は
　ホームページをご利用下さい
　　国税庁▶ http://www.nta.go.jp

◎税に関する質問にコンピューターがお答えします
　　タックスアンサー▶ http://www.taxanswer.nta.go.jp

【問い合わせ】
［所   得   税］鰍沢税務署☎ 0556-22-3191

［町県民税］町税務課住民税係☎ 055-272-1104

町の申告相談会
２月１６日木～３月１５日水

土日はお休みします

●�土地・建物及び株式等譲渡所得のある
方の相談は、町相談会で受付できませ
んので税務署へお願いします。

●�２月２４日㈮及び３月３日㈮は、都合
によりお休みさせていただきます。

【場所】  町役場本庁舎１階大会議室
【受付時間】   午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　   午後１時００分～　３時３０分
※�受付時間以外は相談会場に入れません。会場前の
ロビーでお待ち下さい。

※�相談会場では、先着順にご案内しますが、相談内
容により順番が変わる場合があります。

※�混雑時には長時間お待ちいただく場合があります。

※�申告書の提出のみの場合は税務課窓口、各支所の
住民サービス係窓口で期間中、随時受け付けます。

※�申告相談は、本庁舎の相談会場のみとなります。

※�町の申告相談会場にて税務署への申告書を提出す
る方は、本人確認書類の写しの添付が必要です。

　（提示のみは不可、写しは各自コピーしてお持ち下さい）

甲府税務署では、
閉庁日の ２/１９日 と ２/２６日 は

開庁日対応をします
※�鰍沢税務署管内の方について、申告相談・用紙の

請求はできますが、提出は鰍沢税務署になります。

税
の
こ
と 

知
っ
て
私
も社

会
の
一
員

「
親
子
で
考
え
る
税
に
関
す
る
標
語
」

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
長
賞　

都
築
穂
夏
さ
ん
（
六
郷
小
）
の
作
品

　申告相談には、毎年たくさんの方が
訪れ大変混雑します。待ち時間を少なく
し皆さんが効率的に相談を受けられるよ
う、次のものをご用意下さい。
■�印鑑（認印可）

■�本人の預金通帳の口座番号が分かるもの
（所得税が還付される場合に必要）

■�昨年確定申告をされた方はその控え

■�給与や年金を受給している方は、その「源
泉徴収票」

■�各種保険に加入している方は「掛け金の
払い込み証明書（控除証明書）」

■�国民年金の掛け金がある方は、「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」また
はその領収書

■�本人または扶養親族に障害者の方がいる
場合は、障害者手帳の写し

■�学生の場合は学生証もしくは在学証明書
の写し

■�商売や事業、農業を営んでいる方は、収
入・支出の内訳を項目別に計算した「収
支内訳書」

※�減価償却費の計算（取得価格や取得年月日
など）を事前に作成しておく

■�寄附金控除を受ける方は、その領収書・
証明書等。ふるさと納税については、総
務省『ふるさと納税ポータルサイト』をご
覧下さい。

■�医療費控除を受ける方は、支出医療費を
証明する領収書。また分娩費、高額医療
費、健康保険などから医療費を補てんす
る給付金があるときはその明細書

※�事前に領収書を個人ごと、病院・薬局ごと
にまとめて計算をしておく

■�申告書には、マイナンバーの記載が必要と
なるためマイナンバーカード（個人番号カー
ド）もしくは通知カードなど【番号確認書
類】＋運転免許証など【身元確認書類】

■�税務署から「確定申告書」が送付された方

■�土地・建物の譲渡や交換をされた方
（土地収用事業を含む）

【事業所得や不動産所得などがある場合】

□１年間の所得金額の合計額が、所得控除
の合計を超える方

【サラリーマンの場合】

□�給与所得や退職所得以外の所得合計が、
２０万円を超える方

□�給与を２カ所以上からもらっている方

□�年末調整で、保険料や扶養などの控除を
忘れた方

　このほかに、次のような場合は、確
定申告をすると、所得税が還付されるこ
とがあります。
□�マイホームをローンで取得したとき

□多額の医療費を支払ったとき

□�年の途中で退職し再就職していないとき

※�所得税の確定申告は、町県民税の申告も兼
ねています。所得税の確定申告をされた方
は、町県民税の申告は必要ありません。

※�公的年金収入が４００万以下で、公的年金以
外の所得金額が２０万円以下の場合は、確
定申告をする必要はありません。
（その場合でも町県民税の申告は必要です）

※�所得税の申告義務のない方でも、申告により
源泉徴収税額が還付になる場合があります。

■�お手元に「町民税・県民税・国民健康保険
税申告書」（青字で印刷）が送付された方

※�申告書が送付されない方でも、申告が必要
な方は、町税務課までご連絡下さい。

■�国民健康保険に加入されている方

■�収入がなかった方も必ず提出して下さい。

所得税・個人消費税・贈与税の
確定申告書作成会場開設
２月１６日木～３月３１日金

土日及び祝日はお休みします

【場所】  鰍沢税務署
【受付時間】  午前８時３０分から

（提出は午後５時まで）

【相談時間】  午前９時から午後５時まで
※�確定申告書作成のために来署される場合は、上記

期間にお越し下さい。

※�会場が混雑している場合には、受付を早めに締め
切ることがありますので、なるべく早めにお越し
下さい。

※�申告書作成のアドバイスを希望される方は、印鑑、
源泉徴収票などの必要書類をご持参下さい。

※�前年の申告書などの「控」が、作成の際の参考と
なりますので、ご持参下さい。

※�医療費控除の医療費の領収書については、事前に
集計のうえご来署下さい。

※�事業所得や不動産所得がある方は、事前に売上・
仕入・経費の集計のうえご来署下さい。

　申告期間中は、町の申告会場は大変混雑します。申告の待ち時間
を短縮するため、土地・建物及び株式等の譲渡所得のある方や住宅
借入金等特別控除を初めて申告される方は、税務署の申告会場で相
談をお願いします。

所得税の確定申告
が必要な方

町県民税の申告
が必要な方

申告会場に
お越しの前に！

平成２８年分の申告書提出期限及び納税期限

税　　目 申告書提出期限及び
納税期限

申告所得税及び
復興特別所得税 ３月１５日水

消費税及び地方消費税
（個人事業者） ３月３１日金

贈  与  税 ３月１５日水

2
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町
で
は
、
災
害
発
生
時
に
、
迅
速
か

つ
適
切
に
災
害
対
応
を
行
い
、
町
民
の

皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、

民
間
団
体
や
事
業
所
の
皆
様
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
と
災
害
発
生
時
に
応
援
を
求
め

る
「
災
害
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
新
た
に
締
結
し
た
２
つ
の
協

定
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
災
害
時
に
お
け
る

　

応
急
活
動
の
協
力
に
関
す
る
協
定

　

１
月
19
日
に
、
町
と
一
般
社
団
法
人

山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
及
び
山
梨
陸
送

有
限
会
社
と
の
間
で
、
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
、社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、

県
内
の
運
送
事
業
者
の
敷
地
内
に
、
災

害
に
備
え
地
域
の
住
民
が
活
用
で
き
る

小
規
模
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
、
備
蓄
品

の
提
供
を
無
償
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

■
災
害
時
に
お
け
る

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る
協
定

　

１
月
24
日
に
は
、
町
と
一
般
社
団
法

人
山
梨
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
峡
南
地
区
会
と
の
間
で
、
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
市
川
大
門
地
区
に
あ
る
山
梨

陸
送
有
限
会
社
の
敷
地
内
に
小
規
模
備

蓄
倉
庫
を
設
置
し
、
非
常
食
等
を
備
蓄

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
地
域
住
民
の
生
活
の
安
定
に
繋
が

り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
移
動
や
設
置
が
比
較

的
容
易
な
も
の
で
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
に
お
い
て

も
、
避
難
所
生
活
の
安
定
に
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
と
き
、
町
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
山
梨
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
峡
南
地
区
会
が
管
理
す
る
ガ
ス
ボ

ン
ベ
や
コ
ン
ロ
な
ど
を
、
避
難
所
な
ど

に
設
置
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

問
町
企
画
防
災
課
防
災
防
犯
係

☎
０
５
５（
２
７
２
）１
１
０
３

防
災
意
識
を
保
つ
に
は
…

　
災
害
に
備
え
て
、
次
の
こ
と
を

意
識
し
実
行
す
る
こ
と
で
、
防
災

意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は
「
も
し

　
や
」
で
は
な
く
、「
い
つ
で
も
」　

　
と
考
え
る
。

◎
身
近
な
危
険
個
所
は
、
ま
ず
自
分

　
で
、
次
に
み
ん
な
で
確
認
す
る
。

◎
備
え
は
、
無
理
な
く
楽
し
く
少
し

　
ず
つ
、
普
段
の
生
活
に
取
り
入
れ

　
て
習
慣
に
す
る
。

◎
災
害
で
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
人

　
か
ら
の
教
訓
を
、
生
か
す
気
持
ち

　
を
忘
れ
な
い
。

◎
地
震
は
防
げ
な
い
が
被
害
は
減
ら

　
せ
る
。

　
ま
ず
は
家
具
の
固
定
か
ら
。
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昨
年
12
月
４
日
「
輝
く
笑
顔　

い
ち

か
わ
み
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
～

人
と
人
と
の
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く
る

た
め
に
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
例
年
「
輝
く
笑
顔
い

ち
か
わ
み
さ
と
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

授
賞
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、６
３
６
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
の
作
品
計

39
点
が
入
賞
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
緊
張
し
な
が

ら
も
前
に
出
て
、
は
に
か
み
な
が
ら
表

彰
状
と
川
柳
を
載
せ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を

受
け
取
る
小
学
生
た
ち
の
姿
に
、
私
も

思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
忙
し
な
い

日
々
の
中
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

川
柳
三
升
会
の
望
月
会
長
に
よ
る
講

評
で
は
、
今
年
集
ま
っ
た
作
品
の
感
想

や
川
柳
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
い
た
だ

き
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や
川
柳

の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
教
育
委
員
長
賞
に
選
ば

れ
た
「
家
庭
科
を　

教
え
て
く
れ
る　

低
い
声
」
と
い
う
小
学
生
の
部
の
作
品

が
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
で
の
「
低
い
声
」

は
「
男
性
」
を
表
し
て
い
る
と
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
で
は
、
男

性
の
先
生
が
家
庭
科
の
授
業
を
教
え
る

姿
を
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

ま
ず
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
を

含
め
て
「
家
庭
科
の
先
生
は
女
性
」
と

ま
っ
さ
き
に
考
え
る
人
が
未
だ
多
い
こ

と
に
気
づ
き
、「
う
ち
の
学
校
に
は
男

性
の
家
庭
科
の
先
生
も
い
る
ん
だ
よ
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
５
・
７
・
５
音
で

表
現
し
た
作
者
の
セ
ン
ス
に
も
、
心
の

中
で
拍
手
を
贈
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
私
生
活
と
仕
事
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
ま
し

た
。
現
状
の
課
題
や
実
際
に
取
り
組
み

を
お
こ
な
っ
て
い
る
九
州
・
山
口
地
域

に
お
け
る
事
例
等
の
紹
介
を
行
な
っ
た

後
、
○
×
で
答
え
る
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
が

は
じ
ま
り
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！

お
ま
け
に
正
解
さ
れ
た
方
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
ま
で
あ
り
、「
へ
ぇ
～
」「
そ
う
な

ん
だ
」
と
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
ま
で
こ
の
時
期
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

あ
っ
た
こ
と
は
町
の
回
覧
等
で
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
自
分
が
運
営
に
携

わ
り
、
１
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
る
ま
で
、
多
く
の
方
々
が
協
力
し
、

町
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
参
加
し
て
い
た

だ
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
を
真

剣
に
討
議
し
て
い
る
様
子
に
感
動
し
ま

し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？
」
と
、

ず
っ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

答
え
は
出
ま
せ
ん
。
一
人
で
考
え
て
い

て
も
答
え
は
見
つ
か
ら
な
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

し
て
気
付
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
新
人

の
男
女
共
同
参
画
委
員
で
す
が
、
先
輩

の
皆
さ
ん
や
多
く
の
仲
間
た
ち
と
、
み

ん
な
で
考
え
る
の
も
悪
く
な
い
！
と
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

輝
く
笑
顔

い
ち
か
わ
み
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
６

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

青
柳 

み
ゆ
き

輝く笑顔いちかわみさと川柳（標語）コンテスト

入
賞
作
品
は
２
月
17
日
ま
で
、
町

役
場
本
庁
舎
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
て
展
示
し
て
い
ま
す

入選作品展示

▲山梨陸送有限会社
敷地内の備蓄倉庫▲締結式の様子（役場本庁舎）
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た
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と さ 

い

こ 

と 

は

さ

　な

あ
ん
じ
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さ

　や

み 

な 

と

あ 

お 

ば
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名前頭ライン

名前頭ライン

な

　な

か 

な 

た

り 

ん 

か

え 

い 

と さ 

い

こ 

と 

は

さ

　な

あ
ん
じ
ゅ

さ

　や

み 

な 

と

あ 

お 

ば

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

な

　な

か 

な 

た

り 

ん 

か

え 

い 

と さ 

い

こ 

と 

は

さ

　な

あ
ん
じ
ゅ

さ

　や

み 

な 

と

あ 

お 

ば

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み
12 月

届出分
（敬称略）

お
め
で
た

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね
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